
 

 

 

5月２3日（月）、臼杵市野津町にて、県教育委員と臼杵

市との地域別意見交換会が行われました。今回は、幼保小

中の連携をテーマとして、先ずは、臼杵市立野津小学校の

１年生生活科と６年生家庭科（調理実習）の授業を参観し

ました。特に６年生は野津中の佐藤教諭（家庭科）も授業

に参加され、小中連携の実践を見ることができました。 

参観後は県の教育委員から、言語能力の育成（標準語も

方言も大切）や、自分の考えを伝えたいと思うような授業

づくりの在り方の意見が出されました。また、オンライン

を活用する等工夫をして調理実習を行う姿や１年生への効

果的な指導について賞賛する発言が多くありました。 

意見交換会では、臼杵市教委新名敦学校教育課長から

の説明の後、野津小山本英幸校長、野津中亀井一寿校

長、すみれ子ども園神田寿恵園長、臼杵支援学校渡辺信

一郎特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、下北小渡辺美穂臼杵市幼

保小連携推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰから、幼保小中連携についてそ

れぞれの実践を通して説明がありま

した。 

臼杵市は、「小―中連携」を推進し

た際、その肝は「小―小連携」にあ

ったことから、幼保小の連携におい

て幼稚園、保育園、こども園等の連携に市を

あげて取り組まれています。その際、特別支

援教育や幼保小連携推進のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割

が大きいことも確認できました。 

特に、特別支援教育の在り方や、深い子ども理解

については活発な意見交換が行われました。 

臼杵市の共通目標である、「“１５の春の自立をめ

ざした系統的な教育”ですすめる『幼小中一体教

育』」をより推進するために、大分教育事務所もその

実践に学び支援を行います。関係者の皆様、誠にあ

りがとうございました。 
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